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コリント信徒手紙第二 １章８-９節 

兄弟たち、アジア州でわたしたちが被った苦難について、ぜひ知っていてほしい。わたしたち

は耐えられないほどひどく圧迫されて、生きる望みさえ失ってしまいました（8節）。わたし

たちとしては死の宣告を受けた思いでした。それで、自分を頼りにすることなく、死者を復活

させてくださる神を頼りにするようになりました（9節）。 

 

１．           を見つめなおす 

．．．死の宣告を受けた想いでした（９節a） 

● 人はみな「死ぬ時」が神の恵みとして定められている 

・このようなわけで、一人の人によって罪が世に入り、罪によって死が入り込んだように、死はす

べての人に及んだのです。すべての人が罪を犯したからです。（ローマ5･12） 

● 「キリストも一度、死なれた」ことを見つめる 

・イエスは、わたしたちの罪のために死に渡され、わたしたちが義とされるために復活させられた

のです。（ローマ4･25） 

● 死から目をそらすのではなく、キリストを通して、あなた自身の死と寄り添う 

・わたしたちは生きている間、絶えずイエスのために死にさらされています、死ぬはずのこの身に

イエスの命が現れるために。（IIコリント4･11） 

●天国の希望の訪れ（キリストの死の向こう側にある、永遠の命に目を注ぐ） 

・「暗闇に住む民は大きな光を見、死の陰の地に住む者に光が射し込んだ。」そのときから、イエ

スは、「悔い改めよ。天の国は近づいた」と言って、宣べ伝え始められた。（マタイ4･16-17） 

 

２．自分の          を認める 

それで、自分を頼りにすることなく、．．．（９節b） 

 

● 「自分を頼りにして生きる」こと＝人間の弱さ、罪深さ 

・中から、つまり人間の心から、悪い思いが出て来るからである。みだらな行い、盗み、殺意、姦

淫、貪欲、悪意、詐欺、好色、ねたみ、悪口、傲慢
ごうまん

、無分別など、これらの悪はみな中から出て来

て、人を汚すのである。」（マルコ7･21-23） 

●「神を必要としない者」とは＝「神への反逆者」、「滅びの子」（IIテサ2・3） 

・この者は、すべて神と呼ばれたり拝まれたりするものに反抗して、傲慢
ごうまん

にふるまい、ついには、

神殿に座り込み、自分こそは神であると宣言するのです。（IIテサロニケ2･4） 

・ 事実、あなたがたは、恵みにより、信仰によって救われました。このことは、自らの力による

のではなく、神の賜物です。（エペソ2･8） 



 

３．            に より頼み、生きる。 

死者を復活させてくださる神を頼りにするようになりました（９節c） 

● 神＝死者を復活させた方（神の計画通り、主イエスを通して全ての預言が実現した） 

・こうして、イエスについて書かれていることがすべて実現した後、人々はイエスを木から降ろし、

墓に葬りました。しかし、神はイエスを死者の中から復活させてくださったのです。（使徒13・

29-30） 

● 神の、あなたへの願い 

・わたしの父の御心は、子を見て信じる者が皆永遠の命を得ることであり、わたしがその人を終わ

りの日に復活させることだからである。（ヨハネ6･40） 

●あなたの生きる目的 

・このように、あなたがたも自分は罪に対して死んでいるが、キリスト・イエスに結ばれて、神に

対して生きているのだと考えなさい。（ローマ6･11） 

・ その一人の方（キリスト）はすべての人のために死んでくださった。その目的は、生きている

人たちが、もはや自分自身のために生きるのではなく、自分たちのために死んで復活してくださ

った方のために生きることなのです。（IIコリント5･15） 

●あなたのための計画＝神を信頼するものは、神に喜ばれ、人々に信頼される 

・このようにしてキリストに仕える人は、神に喜ばれ、人々に信頼されます。（ローマ14・18） 

・使徒たちは、大いなる力をもって主イエスの復活を証しし、皆、人々から非常に好意を持たれて

いた。（使徒4･33） 

 
 
○ 今週の歩み：「復活の主イエスを信頼し、人生をゆだねていただけますか？」 

 
○ 今週の祈り：「主イエスよ、私の罪のために、十字架で苦しみ、死んでくださりありがとうご

ざいます。罪を赦し、死の力を打ち破って復活された主イエスが、私にも死を乗り越える希望

を与えてくださり感謝します。終わりの日まで、復活であり命である主イエスにより頼んで歩

ませてください。アーメン」 
○ 暗唱聖句：１章５節（本日配布された「暗唱聖句しおり」を利用しましょう） 
 

☆ 今週は、『人生を導く五つの目的』の p３５７-３６６をあわせて読みましょう。 
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